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１．はじめに
　本学は平成 24 年度に完成年度を迎えた。子
ども学科では、保育士資格は勿論のこと、幼稚
園教諭免許も一種を取得できるようになり、音
楽関連科目の指導の更なる充実を図ろうとして
きた。保育現場での音楽活動に関して、平成
20 年に改訂された保育所保育指針１）の「保育
の内容」、及び幼稚園教育要領２）の「ねらい及
び内容」の「表現」の項目で次のように述べら
れている。「感じたことや考えたことを自分な
りに表現することを通して、豊かな感性や表現
する力を養い、創造性を豊かにする。」ために、
ねらいを「（1）いろいろなものの美しさなどに
対する豊かな感性をもつ。（2）感じたことや考
えたことを自分なりに表現して楽しむ。（3）生
活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を楽
しむ。」としている。その内容から、年齢に応
じて保育者と一緒に歌ったり手遊びしたりリズ
ムに合わせて体を動かしたりして遊び、生活の
中で様々な音に気付いて楽しみ、子ども達が感
動したことを伝え合う楽しさを味わい、それを
音や動きで表現したり、音楽に親しんで歌った
り、簡単なリズム楽器を使う楽しさを味わい、
自分のイメージを動きや言葉で表現したり、演
じて遊んだりする楽しさを味わうことを目標と
していることがわかる。そのために保育者は、
保育者自身の音楽に対する姿勢や態度が直接問
われることを明確に認識し、必要な技能や感覚
を身につけるとともに、音楽を楽しみ共感でき
る姿勢が必要である３）。
　子ども達の何気ない遊びの中に生き生きとし
た表現の場がある。その中から音楽的な芽を見
逃さず、子ども達の感性を広げていけるような
創造性のある展開ができる音楽指導ができるよ
うに、教員は学生達を養成しなければならない。
しかし短期大学時代から、「豊かな音楽的素養」
を限られた時間内で修得することがむずかしい
状況は変わっていない。音楽関連科目として「音
楽理論」、「子どもの音楽」、「歌唱Ⅰ・Ⅱ」、「ピ
アノⅠ・Ⅱ」、「表現Ⅰ・Ⅲ」と「総合表現」が
設置されているが、特に「ピアノ」に関しては、
これまで気づかなかった様々な問題に直面し、
筆者自身の指導方法の修正を余儀なくさせられ
ている。
　言うまでもなく、保育に携わる者には「ピア
ノが弾ける」ことが求められている。ピアノは、
強弱の幅、音域の幅ともに大きい上、音の高低
やハーモニーの構成が視覚的にはっきり確認で
き、音楽の基礎の把握が他の楽器に比べて格段
に容易であるし、歌の伴奏の他にも劇遊びやお
話などの効果音としての扱い等、非常に守備範
囲の広い便利な楽器だと言える。しかし、ある
程度弾きこなすまでにかなりの努力が必要であ
ることも否めない。
　子ども学科では、約半数の学生は入学前に何
らかの形でピアノレッスンを経験してきている
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が、もう半数はピアノレッスンを受けたことの
ない初心者であり、「ピアノ」の授業が大きな
負担、不安材料になっている学生は少なくない。
この問題は短期大学時代も抱えていたが、それ
でも入学してすぐ一年間は基礎的な技能修得に
取り組むことはできていた。しかし四年制に改
組された後は、「ピアノⅠ」は二年次の開講と
なり、開始後半年（実質 4〜 5ヶ月）で幼稚園
教諭免許、保育士資格両方の取得のための学外
実習に入らねばならず、それに間に合わせるた
め、読譜も思い通りにならない段階で「こども
のうた」の伴奏、更には弾き歌いまでを詰め込
まざるを得ない状況であった。現在見直しがな
され、開始時期が半期前倒しに変更になったが、
腰を落ち着けて取り組むにはまだ検討が必要で
ある。
　本稿では、主にピアノ初心者の学生の現状を
扱いながら問題点を明らかにし、対策を模索す
る。
２．学生の現状
　短期大学時代は、2年後には子ども達の前に
立たねばならない危機感の中で努力と根性で乗
り切る学生が多くいた。しかし、自ら動かずと
も世界中の情報や仲間を瞬時に得られる今、何
事にも効率性を求め、ひたすらな努力というス
タイルは通用しないと思われる学生も少しずつ
見受けられるようになってきた。徐々に変化し
てゆく学生の気質や、共学になったことで生じ
た二十歳前後の男子学生初心者への対応を通し
て、指の動きと脳の活動の関連について考えて
みることにした。
1）ピアノ初心者の実態
　まず、これまであまり出会うことのなかった
タイプの二人のピアノ初心者学生の事例を述べ
る。「ピアノⅠ」、「ピアノⅡ」はそれぞれ通年
科目である。
≪事例A≫　子ども学科 3年生、女子（「ピア
ノⅠ」を経て「ピアノⅡ」を受講中）
　明朗活発。音楽そのものはジャンルを問わず
楽しんでいる。子ども達の前でも表情豊かに
歌ったり表現したりすることを得意としてい
る。「表現」系の授業も非常に熱心な態度で臨み、
学外で実施される“あそび歌”や“劇“を含ん
だコンサートにおいても高い存在感を示した。
　しかし「ピアノ」修得においては困難を極め
ている。左右の指番号の把握や読譜した音と指
の一致に手間取る。つまり、左右の手の独立性
がなく、いわゆる「つられて動いてしまう」こ
とからなかなか抜け出せない。左右同時に「ド
レミファソ」と弾く場合、右手は「親指→人差
し指→中指→薬指→小指」、左手は「小指→薬
指→中指→人差し指→親指」と、異なる指を同
時に使うのだが、左右同じ指を使うことが優先
され、違う音が出ていることにも気がつかない
など、耳と指をつなぐ回路がなかなか繋がらな
い。弾けるようになりたい欲求は痛々しいほど
強いが、基礎的な練習に一人で臨むことは苦手。
≪事例 B≫　子ども学科 2年生、男子（「ピア
ノⅠ」を受講中）
　クラスメイトへの気配りも細やかで、信望も
厚い。音楽そのものはジャンルを問わず楽しん
でいる。非常に真面目で、入学するやいなや「ピ
アノ」に対する不安を訴えてきた。もちろんレッ
スンを受けた経験は無く、なにしろ楽譜が全く
読めないため、一刻も早く予習を開始したいと
真剣だった。次年度の開講であるため焦らずに、
音の長短、つまりリズムについて把握するため、
拍を均等に分割・倍加できるようにしておくと
良いことを伝えた。ところが、拍を均等に分割
する感覚が理解できない。ゆっくり歩行したり
駆け足で軽く走ったりすることで刻まれる躍動
のリズムと音楽のリズムをリンクしてイメージ
できないのだ。音楽を生活とは別の特別な世界、
ピアノを弾く行為を指の運動として捉えている
のかもしれない。筋肉は硬く、独立した各指の
組み合わせで作る和音を、メロディーに合わせ
て瞬時に変化させることがむずかしくその都度
音楽の流れを止めねばならない。
　これらの２つの事例の他にも、ピアノ初心者
ではないが、自分の声の音の高低の感覚が認識
できない学生もいた。つまり教養のためのピア
ノレッスンには通わされたが、感覚的・感情的
な経験を伴わずに成人したわけである。ピアノ
演奏とは、楽譜に書いてある音符を暗号として
捉え指の動きに変換するもの、と考えていた節
がある。この時は、学生の出す歌声のピッチに
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ハーモニーを合わせて、あるいはわざと外した
りしながら、それが美しいか、心地良いか、を
確認しながらハーモニーに身を委ねる感覚を育
てなおしていった。その後徐々に自分で弾く和
音の中に声を入れていけるようになり、ピアノ
演奏も血色のよいものとなっていった。
このように、音の高低を読む作業は、グラフの
様に目で見ることができてミスの確認も容易な
こともあり、本学科の学生達は比較的早く上達
するが、その高低を自分で作り出したり聴き
とったりする「感覚」や、音の長短つまりリズ
ムという「感覚」など、見ることも触ることも
できないものをイメージする機会を持たずにき
た学生は多くなってきている。どこか効率主義
的な教育現場の中を、緊張を強いられながらか
いくぐって来ているせいではないか４）。心理的
にも負担を抱えた初心者達が、実際に子ども達
と「音楽を伴った楽しい時間」を共有できるよ
うになるためのピアノ修得はかなりハードルが
高いと言えよう。時にはそれは子ども達の歌を
邪魔する可能性すらある。しかし、それなりの
目的意識を持って入学してくる学生が多く、や
りたいことやらねばならないことには熱心に取
り組み、工夫する力も発想力もあると思ってい
る。
2）脳内で何が起きているか
　この 2つの事例の学生にどのような対応で臨
んだらよいのかを、音楽演奏科学者の言葉を借
りて考えてみる。
　古屋は、ピアニストが一般人より速く指を動
かしたり、複雑な動きを可能にしているのは、
特別な筋力のせいではなく脳のなせる技である
ことを、様々な実験と調査を駆使して探求し
た。古屋自身も 3歳の頃からピアノの練習に励
み、コンクール入賞やリサイタルを開催するな
ど、プロ並みの活動をしていたが、手を痛めた
ことをきっかけに、脳科学や身体運動学の手法
や考え方を用いて「医学、工学と芸術を融合さ
せた研究」に取り組むようになったという経歴
を持っている。著書５）の中で、「トップレベル
の演奏家は二十歳になるまでに一万時間を越え
る膨大な練習時間を積み重ねている。長年にわ
たる練習によって脳が少しずつ変化し、神経細
胞が増えたり、脳の働きが洗練されることを示
す研究結果から、遺伝的な要素については未だ
明確な答えは得られていないが、“遺伝子が音
楽家になることを決める”わけではないことが
わかる。６）」と述べている。では、大人になっ
てからピアノを始める場合はどうなのか。大人
になってからでも脳の神経細胞は増える。指を
動かす速さは表現手段の一つにすぎない、と励
ましている。さらに、練習は必要だが、イメー
ジを持って求める響きを想像することも同じく
らい大事だということが述べられている。
≪事例A≫にある左右の指が「つられて動く」
のは何故かについてもかなりのページを割いて
いる。要するに、「左右の指が異なった動きを
行うためには、右の脳は左の脳から来る指令
に負けないようより強い指令を筋肉に送った
り、左から漏れてくる指令をブロックするため
の新たな指令を作らないといけない。つまり指
令の一部が反対側の脳にも伝わって、動かそう
としていない指にも指令が送られてしまいつら
れやすくなる。７）」ということなのだ。左右の
脳のあいだには橋が架かっており、その体積は
MRI で調べてみると、練習時間の長さに比例
して大きくなることがわかっているとのこと、
大きくしっかりとした橋が架かっていれば、指
令の漏れが起きにくいスムーズな情報のやりと
りができ、安定した指の動きが得られるわけだ。
しかし、基本から段階を追ってある程度時間を
かけて練習しなければ、その橋は成長しない。
≪事例A≫の学生は迫りくる実習に備えて、
効率よく楽に修得できる方法に腐心し過ぎ、こ
の重要な段階に時間をかけることがなかった。
なんとか実習を突破するために形だけを整えた
ために、かえって左右の脳の橋渡し部分に誤作
動が起きたのではないだろうか。基本に戻って
も改善が見られずますます焦るという悪循環の
中にいた。しかし今、古屋の研究結果からピア
ノへの取り組み方を考え直し、指の動きと脳の
回路を繋ぐことを意識して練習し、少しずつ改
善している。
　さらに、耳と指をつなぐ特殊な回路について
興味深い実験が行われていた。それは、「私た
ちが音を聴くと、耳の上あたりにある脳の部位
（聴覚野）にある神経細胞が活動する。これは
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誰にでも起こる脳の働きで、雑音であれピアノ
の音であれ、何かを聴けば、聴覚野の神経細胞
は活動する。しかし、ピアニストがピアノの音
を聴いている時には、聴覚野だけでなく指を動
かすために働く脳部位の神経細胞も同時に活動
していることがわかった。当然、指の動きをつ
かさどる神経細胞は指を動かす際に活動する。
しかし、一切指を動かしていないにもかかわら
ず、ただピアノの音を聴くだけで指を動かすた
めの神経細胞が活動した。さらに、音の鳴らな
い鍵盤を弾いているときの脳の活動を調べる
と、指を動かしているだけで、何の音も聞こえ
ていないにもかかわらず、まるで音を聴いてい
るかのように聴覚野の神経細胞が活動した。こ
うしたことからピアニストには、音に身体が反
応したり、指の動きによって音が想起される特
殊な脳の回路が存在すると言える。ピアニスト
は、演奏経験や教育を通じて、指と耳をつなぐ
回路を獲得していると言える。８）」というもの
だ。この回路を作り上げるには、どれくらいの
時間と努力が必要なのか、と頭を抱えたくなる
が、なんと、音楽家でない人でも最短で数十分
の練習で作られ始めることがわかった、という。
「ピアノ初心者にシンプルなメロディーを弾い
てもらい、十分に弾けるようになったら、より
難しい曲を練習するというトレーニングを段階
的に行った。するとわずか 20 分後に音を聴い
ただけで指を“動かす”ための神経細胞が反応
し始めた。この訓練を 5週間続けたあとの脳活
動を調べると、さらにこの脳の働きが強まって
いた。こうして練習を積み重ねるなかで、音を
イメージしただけで自動的に手指が反応する脳
の回路が培われていく。そして、聴いたこと
のあるメロディーや練習したことのあるメロ
ディーのときに、特に強く反応する。９）」こと
を発見した。
≪事例A≫の学生は、自分が幼いころ歌った
曲や、どこかで聴いたことのある曲は弾きやす
いしとても楽しい、と言う。古屋の実験がまさ
にこの学生そのものの状況を示している。そし
て、弾けたことが喜びを生みだすのだ。たゆま
ぬ練習によってこの回路を太く安定したものに
できたら、イメージをもって想像するだけで指
を動かす神経細胞の働きが向上する―このこと
こそがこの学生の望む効率の良い修得方法なの
ではないか。
　では、リズムに対して脳はどのような反応を
するのか。同じく古屋は、「聞こえてきたリズ
ムに合わせてマウスをクリックするという実験
を、簡単なものから複雑なものまで様々なリズ
ムを使って行なった結果、メロディや和音の場
合とは違い、身体を動かすために働く脳部位（運
動前野）の神経細胞が反応することがわかった。
さらに、リズムがより鋭くなったり複雑になる
につれてその活動が強まることが明らかになっ
た。ノリの良い音楽を聴くと、誰もがリズムに
乗って身体を動かしたくなる、これは、身体を
動かすための神経細胞が活動するという脳のし
くみによるものだ。10）」と述べている。≪事例
B≫の学生は「ピアノⅠ」の後半で「表現」系
の授業を受け始めてから少しずつ改善が見えて
きている。この授業は音楽の変化を身体で反応
していくことに焦点を当てており、しかも 40
人のクラスメイトと同時に動くため、≪事例
A≫でみた「つられて動いてしまう」現象の
中で、一定の拍（時間）の中を等分に分割する
意味を体の動きで把握できるようになってきた
のだ。「ピアノ」の授業で難しいリズムが出て
くると、弾く前にステップしてみることを継続
中である。もう一点、こわばった筋肉が指の独
立を阻み、和音が瞬時に作れないことに関して
も、≪事例A≫の場合と同じく、練習を積み
重ねて手指が反応する脳の回路を作っていくし
かないであろう。「筋肉というものは力を発揮
する時よりも弛めるときの方が、よりたくさん
の脳部位が働くことがわかっている。脳にとっ
ては筋肉を収縮させるより弛める方が大変な作
業である。11）」ことを認識して練習に臨まねば
ならない。しかし勤勉なこの学生は、難行苦行
のようにピアノに立ち向かう傾向がある。まる
でそこに音楽は存在しないかのように。古屋は、
むしろ無謀な反復練習は手や腕の故障を招き、
脳内の手指の地図が書き換えられて思い通りに
手指を動かせなくなるフォーカル・ジストニア
という病気を発症させる、と警告し、響きのイ
メージを持つことの重要性を説いている。「忍
耐と根性」の不合理な練習で心身を傷めてはな
らない。
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「音」は見たり触れたりすることができない。
物理的な実態がないものに暗中模索で立ち向か
う学生達はさぞ不安であろう。しかし「練習に
よって変化する脳」を知り、希望を持って自分
を育てていくことが可能になってくる。
３．保育の中のピアノ
　子ども達と「音楽を伴った楽しい時間」を共
有するために、ピアノという楽器は非常に有用
である。楽譜が少し読めてくると、学生はより
高度な作品に挑戦したくなるし、教員もさせた
がるのは道理である。しかし、決して音楽専門
家を目指すわけではない。すばらしい芸術作品
から音楽的な技術・表現方法を学びながらも、
実際の保育の場で子ども達との実践の中でどの
ようにピアノを使うかという視点を常に忘れず
にいなければならない。入学前に長いピアノ経
験を持つ学生、つまり比較的高い演奏レベルを
持つ学生が、保育の場で求められている音楽技
能も高いとは必ずしも言えないからだ。
　では、保育の場でピアノに何が求められてい
るのか。それはまず「歌の伴奏」であろう。生
活のうた、あそびうた、季節、行事等々、子ど
も達の日常は歌で満ち満ちている。さらに、様々
なゲーム、劇遊びやお話などの効果音、リトミッ
クなどの身体反応遊びにおける即興演奏などに
もピアノが使われている。
1）弾き歌い
　どんなに長いピアノ経験年数を持つ学生で
も、この弾き歌いについては初めて学ぶといっ
てよい。通常のピアノレッスンだけでは、歌い
ながらピアノを弾くという技能は得られない。
小林は「子ども達は歌が好き。一生懸命歌って
いるとき、実に生き生きしています。それは子
ども達の活動的な、自然な表現方法なのです。
熱中して遊んでいる子どもは、遊びのフィーリ
ングにぴったりの歌を口ずさみます。〜中略〜
“あそびうた”という言葉のあることを子ども
達は知りません。なぜなら、子ども達にとって、
歌を歌うことはすべて“あそび”なのです。子
ども達は、音楽にいろいろな種類のあることを
知りません。クラシックもジャズも歌謡曲もこ
どものうたも、すべて同じなのです。12）」と子
どもの本質を書いている。保育者が弾くピアノ
が子ども達にとって大切な音楽との出会いかも
しれず、この輝く感性に働きかけるのかと思う
と、保育者養成に関わる者としてたじろがずに
はいられない。2009 年に新規採用の幼稚園教
諭に行ったアンケート 13）でも、「養成校でやっ
ておけばよかったこと」の問に対し、ほとんど
が「弾き歌いの練習」を挙げていた。さらに「養
成校への提言」の問に対しても、圧倒的に「弾
き歌い！就職してからびっくりした。」との回
答を得ている。程度の差はあるが、弾き歌いが
できるために必要なピアノの基礎的な練習に時
間がかかるとはいえ、見過ごせない回答結果で
あった。厳しい時間的な制約の中で、教員には、
音楽的な基礎と弾き歌いの能力を獲得させるこ
とが求められているのだ。
　これらの回答を受け、以下のようなポイント
を持って指導に当たっている。
・先の事例にある通り、音楽的な基礎がほとん
どなく厳しい要求がなされていても、学生達は
基本的に音楽好きである。ピアノを弾けるよう
になりたいという向上心も持っている。まずは
それを壊さず持続させるよう励まし、信頼する
こと。
・技術的に難しいと判断した場合、無理をして
弾くより、持てる知識・技能の中で余裕をもっ
た表現ができるよう、簡略化するアレンジ方法
を徹底し工夫させること。
　決して簡単にして楽をするわけではなく、な
るべくベストを尽くして余裕を持って子ども達
と音楽的に関わろうとするためだ。その簡略化
する方法を学ぶためにもピアノ入門教材に「バ
イエルピアノ教則本」を使用している。この入
門書は以前より賛否両論あるところだが、少し
退屈ではあっても弾き歌いの際の簡略化アレン
ジの技術につながる構成がなされている。掲載
されているほとんどの曲が、右手にメロディー、
左手に伴奏形、しかも子どもの歌とほぼ同様に
主要三和音プラスα位しか使用していない。そ
の和音進行も「型」があり、繰り返し練習する
ことで一つ一つの音を読譜せずともパターンで
動きやすくなってゆく。扱われている調性も、
子どもの歌のそれと大きく隔たっていない。50
番をクリアした時点で調性と和音の説明をし、
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まずハ長調、ト長調、ヘ長調、ニ長調のⅠ・Ⅳ・
Ⅴ・Ⅴ 7の和音とその進行形について徹底的に
経験しておく。コードネームも有効であるが、
何調でも同じ記号で済むため、こちらの和音記
号を使用している。学生達は「こどものうた」
を弾き始めた時、あまり苦労せずに左手が和音
を作っていくことに驚いている。難しいと思わ
れる伴奏形が出てきたら、この経験で分析して
対処していくことができる。≪事例 B≫の学
生はまだ 50 番にも到達していなかったが、こ
の方法で「ミックスジュース（五味太郎作詞、
渋谷毅作曲）」を楽しそうに弾きこんだ。
・課題とする曲の選曲を学生の自主性に任すこ
と。≪事例A≫の学生の言葉や古屋の実験の
中にもあった通り、幼いころ歌った曲や、どこ
かで聴いたことのある曲は弾きやすく、手指が
反応する脳は強く反応し、その回路が培われて
いく。少し退屈なバイエルを学びながら、学生
自身が選んだ曲を授業に取り込む。前聞きなれ
た曲が弾けるようになることは大きな楽しみの
一つで、練習量が増えるきっかけにもなる。「出
来なかったことが出来るようになった」という
達成感が次への意欲を呼び、音楽的成長だけで
なく人間的成長ももたらす。この姿勢が子ども
達に与える影響は計り知れない。
2）様々な表現活動の援助
　劇遊びでの効果音やリトミックなどの身体反
応の表現をさらに豊かにするため、グリッサン
サンド（鍵盤上を、一音一音を区切ることなく
手指で隙間なく滑らせて音高を上げ下げする演
奏技法）や、ピアノを打楽器としての側面から
とらえたクラスター（拳や手の平で鍵盤を叩く
技法）などの奏法がある。グリッサンドは、何
かが飛び立ったり転げ落ちたりする様を表現す
ることに豪華絢爛な効果をもたらし、クラス
ターは、足音が近づいたり遠ざかったりする描
写や、喜びや怒り、恐怖など、言葉で表わしき
れない心情を補う。また、小鳥のさえずり、星
のきらめきや風などの、身の回りの生き物や自
然の模写などのために、トリル（二つの隣り合
わせの鍵盤を高速で震わすように弾く技法）や、
ペダル（右ペダルは音を持続させたり、楽器全
体を響かせる。左ペダルは音量を落として、繊
細で柔らかい音色を作る）を踏む技法がある。
さらに、祈り、夢などの抽象的な概念も表現し
得る。
ある程度楽譜の制約を受ける弾き歌いと違い、
自由で即興的なこれらの奏法をもっと早い段階
で取り入れてはどうかと考える。ピアノという
楽器そのものの構造を知り、初心者でも楽譜か
ら自由になって抵抗なく様々なイメージを表現
できるし、自己を解放できる。
　子ども達を見つめて、その場で要求される音
楽を提供するためには、弾くことにのみにとら
われないで、ピアノという楽器を十分に生かせ
る技法を持つことが必要だ。保育のうえで何よ
り大切なのは、保育者の投げかけるまなざしと
語りかけ、子どもを育てようとする意志であろ
う 14）。そして、子ども達の音や音楽に共感し、
共に喜べることだ。
　このような保育者になるために継続した研鑚
が必要だが、卒業後十分な時間を確保すること
はあまり期待できない。学生時代の取り組みが
大きくものをいう筈だ。個々の学生の感性を生
かしながら、自信を持って取り組むことができ
る指導法を更に工夫して授業に臨みたい。　
４．まとめと課題
　管楽器は、吹く人の技術によって相当音色が
違うし、全く初めての人にとっては、音さえ出
ないことが多い。弦楽器にいたっては、管楽器
以上に奏者によって音色が違ってくるのではな
いか。ところがピアノという楽器は、どんな人
が弾いても物理的には全く同じ音が簡単に出
る。ただし一つの音に限る。メロディーが形成
されハーモニーが重なってくれば話は別になっ
てくる。したがって、楽器に触れる初めの段階
で、音を単純に出すことに関して一番易しいの
はピアノだということが分かる。そして他の楽
器との決定的な違いは、一人で同時に 2つ以上
の（指の数の 10 コの音）を鳴らすことができ
る点だ。つまり、音を出すこと自体は非常に易
しいが、出てくる音は他の楽器よりも複雑で、
習熟すれば、オーケストラの曲も再現できる便
利な楽器なのだ。
　しかし、実は保育の現場では必ずしも有利な
点ばかりではない。まず楽器自体が大きく、重
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く、移動が楽にできないこと。そして、ピアノ
を弾こうとすると、設置する場所によっては子
ども達に背を向けるか、離れていかなくてはな
らない。さらに、弾き歌いをしながら子ども達
の様子を観察し的確な指示も出さなくてはなら
ない。保育の現場でピアノを使わないという考
え方は実際ある。シュタイナー教育の幼稚園で
は、先生の穏やかな歌声と、素朴なリコーダー
や鉄琴、それにライアーという竪琴が使われ、
「静けさ」「安定」などを体感するプログラムが
組まれている。ピアノが苦手であれば喜んで賛
成したいところであろう。しかし、正確な音が
イメージできて歌えなければならず、ピアノを
使用しないで音楽的な保育を行う方がむずかし
く、より高度な音楽的能力を必要とする。この
能力を育てるためにも、ピアノは万能である。
ピアノと共に、様々な楽器の音色を味わい楽し
みながら、豊かな想像力のなかで遊ぶ子ども達
を支えていけるような保育者が育っていってく
れることを願ってやまない。
　今後、弾き歌いに関しては、「歌唱」担当の
教員と連携したプログラムを組むことが必要で
あると考えている。まずは歌えなくてはならな
いし、「歌唱」側からの有効な提案でピアノも
飛躍的に改善されることが容易に期待できるか
らである。
　さらに、出版されている「こどものうた」は
数多いが、本学科の主に初心者学生のために、
段階的に修得していけるように、あるいは同じ
曲でも様々なアレンジがなされた曲を並べて編
集したテキストを作成すべきだと考えている。
向上心と自信を持って、継続して取り組んでい
くことができるようになるためだ。
初心者学生達は、まだまだ「指を動かすこと」
に気を取られてしまうと自分が出している音に
耳を傾けられない。その時、脳内はどのような
動きを起こしているのか、何か精神的なものと
結びつけて音をイメージしていく方法はないか
等々ついては、又、稿を改めて探っていきたい。
そして、子ども達と「音楽を伴った楽しい時間」
を共有しながら、その育ちを見守り援助できる
保育者になれるよう授業内容を検討し、指導法
をより効果的なものにするよう研究を深めてい
く。
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